
令和 5年度学校関係者評価報告書 

 

令和 5 年度学校自己評価に基づく学校関係者評価委員会(運営委員会)を実施した結果

を報告いたします。 

令和 6年 6月 5日 

高松市医師会看護専門学校 

学校評価委員会（運営委員会） 

 

１．学校関係者評価の目的 

 看護師等養成所として教育水準の維持・向上および学校運営の活性化を図るため、

本校全般の運営について、教職員自らが自己点検・自己評価を行い、学校関係者から、

助言を得ることで、学校運営の継続的な改善につなげることを目的とする。 

 

２．学校関係者評価委員会 

委員（敬称略・順不同） 

   前場 隆志 （実習病院名誉院長） 

   和田 大助 （高松市医師会 副会長） 

   吉澤 潔  （高松市医師会 副会長） 

   川原 孝文 （高松市医師会 理事） 

   合田 吉德 （実習病院常勤顧問） 

   大森 浩二 （実習病院 院長） 

   沼本 篤男 （看護学校 元副学校長） 

   

  学校関係者 

   伊藤 輝一 （高松市医師会 会長） 

   松岡 信夫 （看護学校 前学校長・学校顧問） 

   小島 章裕 （看護学校 学校長） 

   片山 博子 （看護学校 副学校長） 

   香西 由美子（看護学校教育主任） 

   太田 憲吾 （看護学校教育主任） 

   網本 哲郎 （高松市医師会 事務局長） 

   美濃 久美子（看護学校 副学校長） 

   吉川 祐子 （看護学校 看護科教務主任） 

   松下 恭子 （看護学校 准看護科教務主任） 

 

 



３．学校関係者評価委員会実施日時 

  開催日時 令和 6年 4月 18日 木曜日 18：45～19：35 

 

４．自己評価結果の説明・報告 

（1）令和 5 年度の在校生の動向、看護科・准看護科両課程の資格取得実績、進路状況、

令和 6年度の入学者の状況等を報告。 

(2) 学校評価報告書に沿って、「教育理念」「教育目的」「令和 5年度の教育目標と計

画」について説明。 

(3) 項目別自己評価結果、目標達成状況、今後の改善方法について報告 

(4) 令和 6年度の教育目標と計画について報告 

 

５．意見交換、質疑応答 

(1) 学生募集について 

  准看護師の応募者が減少してきているが、何か問題はあるのかとの質問がなされ

た。募集に関しては、デジタルサイネージの掲載や進学ガイダンスへの参加、県

内の中学・高校への募集要項の送付、県外の高校にも募集要項を送付している。

また昨年度からオープンキャンパスを１回増やし WEBで実施したり等、色々おこ

なっているが、応募者の増加はなかなか難しい。 

  新聞広告等の掲載等も考慮したりしてみればいいのではないかとの意見もあった。 

今後新聞広告等への掲載も考慮しながら、募集活動を継続して行っていきたいと

説明がなされた。 

(2) 入学者数の減少について 

  入学者の減少についてはどうかとの質問がなされた。入学者は、社会人の方も高

校新卒の方も減少している。大学自体が入学しやすくなったことや都会志向の人

が増えてきたことで、他県に行く学生が増える傾向がみられている。また少子化

やコロナの影響からか看護師を目指そうという人が減少していることも考えられ

る。施設等で働いている介護士の方等へアピールするのもいいのではないか等の

意見があった。現在施設の方へも募集要項等送付しているが今後も継続して行っ

ていきたい。また今年度は准看護科の既卒者で、看護師の資格を取得していない

人に連絡して、看護科に進級することを啓蒙していきたいと思っていると説明が

なされた。 

 

本日は貴重なご意見を賜りまして、ありがとうございました。令和 5年度は中学新卒 

の 2名も准看護師の資格試験に無事合格しました。今後も皆様のご期待に添えますよ 

う、職員一同一生懸命看護学校の運営にあたりたいと思いますので、よろしくお願い 

申し上げます。 


